
新
し
い
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
設
立
を
め
ざ
し
て

「
女
性
と
子
ど
も
の
安
全
と
自
立
を

考
え
る
会
」
中
間
報
告

１
－
Ｗ
Ｎ
Ｓ
の
活
動
に
つ
い
て

　
Ｗ
Ｎ
Ｓ
の
メ
ン
バ
ー
は
1
9
9
9
年
1
1

月
か
ら
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
活
動
を
開
始

し
、
主
に
ア
ド
ヴ
ォ
ケ
ー
ト
（
被
害
者
が

警
察
・
弁
護
士
事
務
所
・
裁
判
所
・
行
政

の
窓
口
な
ど
へ
赴
く
際
の
同
行
と
代
弁
と

い
う
支
援
）
を
行
っ
て
き
た
。
2
0
0
2

年
４
月
、
支
援
活
動
を
通
じ
て
蓄
積
し
た

ノ
ウ
ハ
ウ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
を
地
域

の
大
勢
の
Ｄ
Ｖ
被
害
者
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
す
る
と
い
う
使
命
を
掲
げ
て
、
ウ
ィ
メ

ン
ズ
ネ
ッ
ト
・
サ
ポ
ー
ト
（
略
称
Ｗ
Ｎ
Ｓ
）

と
い
う
市
民
活
動
グ
ル
ー
プ
と
し
て
発
足

し
た
。
そ
の
後
、
横
浜
市
市
民
活
動
共
同

オ
フ
ィ
ス
（
写
真
）
に
応
募
し
、
審
査
と

公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
経
て
、
2

0
0
2
年
1
0
月
よ
り
入
居
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
以
降
、
2
0
0
4
年
1
0
月
ま
で
の

２
年
間
、
Ｗ
Ｎ
Ｓ
は
主
に
こ
の
オ
フ
ィ
ス

に
お
い
て
、
電
話
相
談
と
面
接
相
談
事
業

を
実
施
し
た
。

　
記
録
に
残
っ
て
い
る
主
な
相
談
の
内
容

（
図
）
を
分
析
し
て
み
る
と
、
5
0
％
以
上

が
精
神
領
域
の
問
題
で
あ
る
こ
と
が
よ
く

わ
か
る
。
緊
急
避
難
す
る
前
、
避
難
後
、

Ｄ
Ｖ
被
害
か
ら
５
年
、
1
0
年
経
過
し
て
い

る
相
談
者
な
ど
、
背
景
・
境
遇
は
様
々
で

も
、
ほ
と
ん
ど
が
深
い
心
の
傷
を
抱
え
て

お
り
、
癒
さ
れ
な
い
ま
ま
苦
し
ん
で
相
談

し
て
こ
ら
れ
る
。
Ｗ
Ｎ
Ｓ
と
し
て
も
で
き

得
る
か
ぎ
り
、
対
応
し
て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
や
自
助
グ
ル
ー
プ
の
紹
介
な
ど
の
情
報

提
供
を
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
心
の
ケ
ア
」

に
っ
い
て
は
十
分
な
フ
ォ
ロ
ー
が
で
き
て

い
な
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

２

市
民
活
動
共
同
オ
フ
ィ
ス

で
の
出
会
い

　
横
浜
市
市
民
活
動
共
同
オ
フ
ィ
ス
設
立

に
よ
っ
て
、
Ｗ
Ｎ
Ｓ
は
こ
の
オ
フ
ィ
ス
で

　
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
入

　
居
団
体
と
の
交
流
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

・
活
動
の
内
容
は
様
々
で
も
共
通
の
問
題
が

　
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
Ｗ
Ｎ
Ｓ
は

　
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
の
た
め
に
相
談
事
業
を

　
実
施
し
て
い
る
が
、
入
居
団
体
の
「
女
性

　
の
住
ま
い
の
相
談
室
」
の
担
当
者
に
よ
る

　
と
、
相
談
者
の
中
に
は
問
題
の
根
底
に
Ｄ

　
Ｖ
が
あ
る
方
が
少
な
く
な
い
こ
と
や
、
相

　
談
内
容
が
自
分
た
ち
の
相
談
範
躊
で
は
な

　
く
、
実
は
精
神
医
療
の
範
躊
で
あ
る
こ
と
、

　
ま
た
管
理
運
営
団
体
の
市
民
セ
ク
タ
ー
よ

　
こ
は
ま
に
も
心
の
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
市

　
民
か
ら
の
電
話
や
間
合
せ
が
あ
る
こ
と
、

　
こ
う
し
た
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
も
っ
と
適
切

　
に
対
応
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
必
要
性
を
痛

　
感
し
て
い
る
こ
と
…
…
な
ど
の
意
見
が
出

　
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
Ｗ
Ｎ
Ｓ
が
相
談
事
業

　
を
実
施
し
て
い
る
過
程
で
痛
感
し
て
い
る

　
問
題
で
も
あ
り
、
他
の
団
体
も
同
様
の
認

　
識
が
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
。
こ
の
問

題
に
っ
い
て
話
し
合
い
を
重
ね
て
い
る
う

ち
に
、
自
然
発
生
的
に
立
ち
あ
が
っ
た
の

が
「
女
性
と
子
ど
も
の
安
全
と
自
立
を
考

え
る
会
」
（
以
下
「
安
全
と
自
立
の
会
」

と
略
す
）
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
安
全
と

自
立
の
会
」
は
、
共
同
オ
フ
ィ
ス
の
設
立

と
入
居
団
体
の
活
動
が
父
と
母
と
も
言
え

る
成
果
物
で
あ
る
。

３

女
性
と
子
ど
も
の
安
全
と

自
立
を
考
え
る
会
の

設
立
と
研
究
趣
旨

①
「
安
全
と
自
立
の
会
」
及
び
研
究
会
の

　
趣
旨

　
「
安
全
と
自
立
の
会
」
の
設
立
趣
旨
を

次
の
よ
う
に
設
定
し
、
先
ず
研
究
活
動
を

行
う
こ
と
に
し
た
。

　
2
1
世
紀
に
生
き
る
わ
た
し
た
ち
を
取
り

巻
く
社
会
や
環
境
は
、
急
速
に
変
化
し
て

お
り
、
直
面
す
る
地
域
課
題
も
多
様
化
、

複
雑
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
そ
し

て
社
会
の
変
化
と
共
に
、
人
と
人
と
の
関

わ
り
も
か
っ
て
な
く
不
安
定
に
な
っ
て
お

り
、
多
く
の
市
民
が
傷
つ
い
た
心
・
悩

み
・
恐
れ
・
不
安
を
抱
き
な
が
ら
、
社
会

的
に
孤
立
し
て
ゆ
く
傾
向
が
あ
る
。

　
特
に
近
年
、
家
族
が
安
全
な
生
活
の
場

で
あ
る
と
は
限
ら
ず
、
様
々
な
社
会
的
な

ス
ト
レ
ス
が
家
族
の
成
員
に
襲
い
か
か

り
、
家
族
内
で
の
暴
力
や
虐
待
の
問
題
が

顕
在
化
し
て
い
る
。
家
族
の
中
の
弱
者
で

あ
る
女
性
や
子
ど
も
が
、
家
族
に
よ
っ
て

傷
つ
き
、
生
活
の
場
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
、

と
い
う
事
態
が
起
こ
っ
た
時
、
緊
急
避
難

の
制
度
は
あ
る
も
の
の
、
長
期
に
わ
た
る

心
の
ヶ
ア
や
生
活
の
本
格
的
な
自
立
に
向

け
た
支
援
の
仕
組
み
は
、
ま
だ
、
十
分
と

は
い
え
な
い
。

「
安
全
と
自
立
の
会
」
は
、
こ
の
よ
う

な
状
況
に
あ
っ
て
従
来
の
制
度
や
仕
組
み

の
限
界
を
認
識
し
、
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
て
い
る
専
門
家
・
当
事
者
・
当
事
者

を
支
え
る
個
人
・
市
民
グ
ル
ー
プ
の
動
き

に
着
目
し
、
こ
う
し
た
人
材
や
試
み
を
発

掘
し
、
地
域
社
会
に
発
信
し
、
地
域
に
住

む
一
人
ひ
と
り
が
、
子
ど
も
で
あ
れ
、
お

年
よ
り
で
あ
れ
、
男
性
も
女
性
も
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
、
居
心
地
の
よ
い
生
き
方

を
選
ぶ
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
考
え
る

た
め
に
研
究
活
動
を
開
始
し
た
。

②
今
ま
で
の
研
究
活
動

　
2
0
0
2
年
1
2
月
か
ら
2
0
0
4
年
1
2

月
1
6
日
ま
で
運
営
委
員
会
を
合
計
2
5
回
開

催
し
、
研
究
会
の
持
ち
方
や
必
要
な
仕
組

み
に
っ
い
て
話
し
合
っ
た
。

　
ま
た
、
先
進
的
な
取
り
組
み
の
事
例
を

選
び
、
講
師
を
招
い
て
の
研
究
会
を
全
６

回
行
っ
た
。
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

　
第
１
回
2
0
0
3
年
９
月
2
5
日
（
木
）

「
女
性
と
子
ど
も
の
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
っ
い
て
考
え
る
」
　
講
師
・
廣
田
静

江
（
た
す
け
あ
い
　
ゆ
い
　
理
事
長
）

　
第
２
回
2
0
0
4
年
３
月
1
8
日
（
木
）

「
こ
れ
か
ら
の
精
神
保
健
に
つ
い
て
考
え

亘
　
講
師
・
高
野
静
子
（
旭
区
福
祉
保

健
セ
ン
タ
ー
、
サ
ー
ビ
ス
課
精
神
保
健
担

当
係
長
）

　
第
３
回
　
2
0
0
4
年
５
月
1
9
日
（
水
）

「
不
登
校
か
ら
学
ぶ
も
の
」
　
　
講
師
・
大
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垣
昌
枝
（
宇
宙
船
・
不
登
校
か
ら
学
ぶ

会
・
事
務
局
）

　
第
４
回
　
2
0
0
4
年
７
月
2
8
日
（
木
）

「
脅
威
査
定
の
実
践
事
例
か
ら
見
え
る
も

の
」
　
講
師
・
毛
利
元
貞
　
　
（
暴
力
防
止

ネ
ッ
ト
Ｓ
Ｖ
Ｎ
代
表
）

　
第
５
回
　
2
0
0
4
年
９
月
2
2
日
（
水
）

「
ヤ
マ
ト
福
祉
財
団
の
歩
み
か
ら
学
ぶ
」

講
師
・
早
川
雅
人
（
ヤ
マ
ト
福
祉
財
団
・

事
務
局
長
）

　
第
６
回
　
2
0
0
4
年
1
2
月
1
6
日
（
木
）

「
地
域
で
支
え
る
心
の
ケ
ア
…
…
何
か
必

要
か
」
　
講
師
・
岩
田
泰
子
（
精
神
科
医

師
・
元
県
立
神
奈
川
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ

ー
精
神
科
部
長
）

　
こ
の
研
究
会
は
関
心
あ
る
市
民
で
あ
れ

ば
、
だ
れ
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る

オ
ー
プ
ン
な
形
態
で
開
催
さ
れ
た
。
毎
回
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
係
者
を
始
め
、
一
般
市
民
や
テ

ー
マ
に
関
心
を
持
つ
行
政
職
員
ま
た
福
祉

の
現
場
職
員
な
ど
、
幅
広
い
フ
ィ
ー
ル
ド

か
ら
参
加
が
あ
っ
た
。

４

研
究
会
か
ら
見
え
て
き
た
市
民

ニ
ー
ズ
｜
新
し
い
メ
ン
タ
ル

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
必
要
性

　
こ
の
よ
う
な
活
動
か
ら
「
市
民
に
よ
る

市
民
の
た
め
の
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」
の

必
要
性
が
み
え
て
き
た
。

①
心
の
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
と
は

　
悩
み
・
不
安
・
恐
れ
・
悲
嘆
・
怒
り
・

ス
ト
レ
ス
・
生
活
に
疲
れ
て
い
る
・
心
的

疾
患
・
心
的
外
傷
な
ど
心
の
ケ
ア
を
必
要

と
す
る
老
若
男
女
で
、
症
状
の
軽
重
を
問

わ
ず
後
天
的
に
精
神
に
障
害
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
、
援
助
を
必
要
と
す
る
人
々
は
、

大
変
多
く
な
っ
て
い
る
。

②
敷
居
の
低
い
気
軽
な
相
談
機
関
が
必
要

　
市
民
が
安
心
し
て
相
談
で
き
る
敷
居
の

低
い
気
軽
に
相
談
で
き
る
場
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。

　
具
体
的
に
は
以
下
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
が

み
え
て
き
た
。

●
自
分
の
状
況
を
身
近
な
人
た
ち
に
知
ら

　
れ
た
く
な
い
と
い
う
ニ
ー
ズ

理
由
　
自
分
の
心
の
秘
密
や
家
族
の
悩
み

は
特
に
職
場
や
隣
人
・
友
人
・
親
戚
に
知

ら
れ
た
く
な
い
、
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
地
域
に
あ
る
行
政
の
相
談
機

関
に
も
行
き
た
く
な
い
、
職
場
の
相
談
室

に
も
行
き
た
く
な
い
、
と
い
う
気
持
ち
が

あ
る
。
そ
の
結
果
、
地
域
密
着
の
行
政
の

機
関
や
職
場
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム

で
は
対
応
で
き
て
い
な
い
、
ニ
ー
ズ
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
（
と
く
に
、
高
学

歴
・
高
収
入
・
社
会
的
地
位
の
あ
る
市
民

に
こ
の
気
持
ち
が
強
い
。
）

●
当
事
者
や
家
族
な
ど
の
立
場
に
立
っ
て

　
長
期
に
わ
た
り
相
談
に
応
じ
る
必
要
性

理
由
　
心
の
傷
の
回
復
に
は
、
家
族
だ
け

で
は
閉
塞
状
況
に
陥
っ
て
し
ま
う
た
め
、

長
期
に
わ
た
る
様
々
な
第
三
者
の
サ
ポ
ー

ト
が
必
要
だ
が
、
専
門
機
関
は
、
短
期
で

対
応
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
く
、
ま
た
、
専

門
性
ゆ
え
に
時
と
し
て
振
り
分
け
ら
れ
て

し
ま
う
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
当
事

者
や
家
族
の
立
場
で
相
談
に
の
る
市
民
運

営
の
相
談
機
関
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

●
本
人
が
必
要
な
時
に
専
門
家
に
っ
な
が

　
り
や
す
い
仕
組
み

理
由
　
精
神
科
の
治
療
が
必
要
な
の
に
、

医
師
に
か
か
ら
な
い
の
は
本
人
の
恐
れ
や

誤
解
、
周
囲
の
偏
見
が
大
き
な
原
因
と
な

っ
て
い
る
。
精
神
科
治
療
は
特
殊
な
こ
と

で
は
な
い
こ
と
の
意
識
を
醸
成
す
る
こ
と

も
必
要
。
ま
た
、
家
族
や
市
民
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
人
々
に
も
、
専
門
家
の
ア
ド

バ
イ
ス
が
必
要
な
場
合
が
あ
る
。

●
交
通
便
利
で
人
の
出
入
り
が
多
い
場
所

　
が
必
要

理
由
　
地
域
で
相
談
し
た
く
な
い
と
い
う

ニ
ー
ズ
と
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
と
い
う

ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
に
は
、
い
ろ
い
ろ

な
人
が
出
入
り
し
て
い
て
精
神
医
療
関
係

だ
と
最
初
は
分
か
ら
な
い
よ
う
な
名
称
と

外
観
が
必
要
（
横
浜
市
で
い
え
ば
横
浜
駅

の
よ
う
な
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
の
立
地
が
理
想
）

●
利
用
料
金
は
で
き
る
だ
け
安
く
（
可
能

　
で
あ
れ
ば
無
料
に
）

理
由
　
市
民
は
医
療
保
険
制
度
に
慣
れ
て

し
ま
っ
て
お
り
、
医
師
に
か
か
っ
て
も
少

額
の
負
担
し
か
な
い
の
に
、
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
や
相
談
に
な
る
と
保
険
制
度
外
で
あ

る
た
め
五
千
円
か
ら
一
万
円
前
後
の
費
用

負
担
と
な
っ
て
し
ま
う
。
無
料
や
低
額
に

慣
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
市
民
は
初
期
の
段

階
で
は
支
払
を
す
る
く
ら
い
な
ら
我
慢
し

て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
早
期
発
見

や
重
篤
化
の
予
防
の
機
会
を
逸
し
て
し
ま

い
、
最
終
的
に
は
不
登
校
・
ひ
き
こ
も

り
・
ニ
ー
ド
・
う
つ
病
・
欠
勤
・
退
職
・

自
傷
他
害
・
自
殺
（
注
）
・
虐
待
の
連
鎖

な
ど
深
刻
な
社
会
現
象
の
原
因
の
一
つ
と

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
結
果
と
し
て
社

会
が
負
担
す
る
コ
ス
ト
は
多
額
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
予
防
の
コ
ス
ト
は
何
ら
か

の
形
で
社
会
で
負
担
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
こ
の
社
会
が
負
担
す
る
と
い
う
の
は

具
体
的
に
想
定
で
き
る
の
は
、
社
会
の
各

セ
ク
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
負
担
す
る
と
い
う

意
味
で
あ
る
。
例
え
ば
、
①
施
設
↓
行
政

（
現
存
の
社
会
資
源
の
活
用
・
情
報
の
提

供
・
信
用
供
与
な
ど
）
　
②
資
金
↓
企
業

（
社
会
貢
献
室
）
　
・
財
団
（
民
間
及
び
特

殊
法
人
な
ど
）
　
一
般
か
ら
の
寄
付
金
。
税

制
面
で
の
優
遇
措
置
な
ど
の
付
加
価
値
が

あ
れ
ば
な
お
望
ま
し
い
。
③
運
営
↓
Ｎ
Ｐ

Ｏ
（
各
専
門
分
野
の
実
践
経
験
あ
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
連
合
体
）
、
の
よ
う
な
形
が
考
え
ら
れ

る
。

　
あ
く
ま
で
も
試
案
で
あ
る
が
、
こ
の
セ

ン
タ
ー
の
設
立
及
び
運
営
に
っ
い
て
は
、

今
ま
で
の
よ
う
な
補
助
金
・
助
成
金
を
頼

り
に
す
る
運
営
で
は
な
く
、
資
金
的
に
独

立
し
た
全
く
新
し
い
仕
組
み
を
構
築
し
、

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
が
実
現
で

き
れ
ば
ま
さ
に
「
横
浜
発
、
日
本
初
」
と

い
え
る
斬
新
で
独
創
的
な
仕
組
み
の
誕
生

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

③
今
後
の
検
討
課
題

　
ｌ
実
現
の
た
め
に
何
が
必
要
か

●
明
確
な
理
念
　
●
実
現
可
能
な
計
画

●
運
営
の
手
法
（
ノ
ウ
ハ
ウ
）
　
　
●
担
い

手
の
確
保
　
●
資
金
の
調
達
　
な
ど
の
課

題
が
あ
る
。

　
今
後
、
課
題
解
決
の
た
め
に
さ
ら
に
研

究
を
重
ね
、
行
政
・
企
業
・
専
門
家
・
地

域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
多

く
の
市
民
の
知
恵
と
力
と
熱
意
を
結
集

し
、
実
験
事
業
を
実
施
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
実
現
を
め
ざ
し
た
い
。

（
注
）

日
本
う
つ
病
学
会
の
報
告
に
よ
る
と
自

殺
率
の
高
い
職
業
、
Ｉ
位
・
学
校
の
教

師
、
２
位
・
公
務
員
、
３
位
Ｉ
Ｔ
関
連
。

日
本
女
性
会
議
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報

告
で
は
、
自
殺
に
よ
る
死
者
は
日
本
国

内
で
５
年
連
続
３
万
人
超
で
、
交
通
事

故
死
の
7
7
0
0
人
を
抜
い
て
、
事
故

死
の
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
る
。
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ウ
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ズ
ネ
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ー
サ
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ト

（
略
称
Ｗ
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Ｓ
）

Ｈ
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ア
ド
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（
h
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t
p
:
/
/
w
n
s
-
i
n
f
o
.
n
e
t
）
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